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主題研究

１ 研究主題・副題
新田小・中学校ならではの小中一貫教育の在り方の研究
～一貫教育実施のための実践事項の検討を通して～

２ 主題設定の理由
現代社会は、国際化やインターネット等による情報化の進展によりめざましい勢いで変化

している。また、想定外の自然災害や環境破壊などの様々な問題が山積している。このよう
な情勢の中、社会に適応できるよりよい人間を育成することは、学校教育における主要な目
的の一つになっている。
本地区は、新富町の南西部に位置し小学校が各学年１または２学級の全校児童２５７名、

中学校が各学年１または２クラスの全校生徒１２７名を有する。温順で快活な児童・生徒が
多く、授業に対する取組もまじめで意欲的である。新田小・中学校は、平成２０年度から、
それまでの研究成果を踏まえ、小中連携による共同研究に取り組んだ。ここでは、読解力向
上を目指して３年間に渡って研究を進めてきた。その中で、９年間を見通した共通指導内容
・系統性の検討を経て共同実践してきたことで、児童・生徒の学力や意欲の向上を図ること
ができた。小中合同の研修会や研究授業の相互実践などを通して、校種を越えて研究に取り
組む体制ができたことは大きな成果であった。しかし、一定の成果を得ることはできたもの
の、本研究で目指す児童・生徒像の姿にはまだ到達しておらず、解決すべき課題が多く残さ
れている。中学校における平成２４年度からの新学習指導要領の完全実施においては、小学
校から中学校へのスムーズな移行が改善の柱として大きく取り上げられている。子どもたち
の生きる力を育成するためには、９年間を見通した系統性のある教育活動の実施が効果的で
あるとの見解から、小中学校の連携及び一貫した教育が一層求められている。一方、新田小
・中学校では平成２３年度に新校舎が完成予定であり、小学校と中学校が併設された校舎配
置となり、９年間を見通した系統性のある教育活動の実施のための環境が整うことになる。
そこで、新田小・中学校ならではの小中一貫教育の在り方を考え、実践を積み上げていく

ことは、新田地区で育つ子ども達の将来を考えた際に、大変重要なことである。小・中学校
が協力して、中１ギャップや不登校などの問題解消に取り組み、学力向上、一人の生徒を大
切にした教育活動を充実させていく必要がある。そこには、乗り越えなければならないいく
つかの課題があるが、これまでの研究成果や取組をさらに見直し、発展させ、小中学校で共

、 。通理解のもと継続していくことは 両校でめざす児童・生徒像の具現化につながると考える
また、新田ならではの小中一貫教育を構築し、保護者や地域の住民の期待に応える地域に根
ざした教育を創造できると考え、本主題を設定した。

３ 研究の目標
新田小・中学校ならではの小中一貫教育の在り方の研究を行う。

４ 研究仮説
新田小・中学校ならではの９年間を見通した小中一貫教育の在り方を検討し、実践してい

けば、系統性のある教育活動を展開でき、学力の向上が図れるなど、地域に根ざした教育を
創造できるであろう。

５ 研究の内容（新田小・中学校一貫教育推進体制の確立と具体的な実践）
新田小・中学校の小中一貫教育校としての準備を進める。そのため、本年度の研究は、来

年度に向けての実務的な準備と具体的な実践をしつつ、各部会に分かれて検討を行う。
○ 新田小・中学校ならではの９年間を見通した組織体制の在り方（学校経営案の作成等）
○ 乗り入れ授業の在り方の検討と実践

６ 研究組織と方法
（１）研究組織図

新田小・中学校一貫教育検討委員会

実務者会

小中一貫教育担当者会
（研究推進委員会）

小中合同全体会

各 部 会 各 教 科 等 部 会

○学校運営部会 ○キャリア教育
○カリキュラム編成部会 ○総合的な学習の時間
○学習指導部会 ○特別活動
○生徒指導部会 ○道徳
○保健体育部会 ○人権教育
○特別支援部会 ○各教科
○地域連携部会
○事務部会
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（２）研究方法

① 新田小・中学校一貫教育検討委員会の設置

② 小中一貫教育担当者会（研究推進委員会）の開設

※構成：両校の校長、教頭、教務主任、研究主任

研究の具体化に向けて企画・立案し、研究を推進する。

③ 小中合同全体会の開設

研究の内容について検討・決定し、共通理解を図る場とする。各校・各班との情報交換

と確認を行う。

④ 各部会

研究主題の具現化を図るために、実践事項の企画・立案・提案ならびに評価を行う。

・学校運営部会 ア 小中一貫教育校としての組織体制及び教育目標の設定

イ 校務分掌の設定

ウ 町教育委員会との協働による推進

エ 必要な教職員体制を考慮した指導体制の確立

・カリキュラム編成部会 ア ９年間の教育課程の基本的な考え方の作成

イ 具体的なカリキュラムの作成

ウ 週時程、校時程の作成

・学習指導部会 ア 学力向上対策

イ 児童・生徒の交流活動の推進

ウ 学習環境の整備

エ ９年間の各教科等年間指導計画作成・総合的な学習の時間

年間指導計画作成

・生徒指導部会 ア 基本的な生活習慣や社会性の定着のための指導体制の確立

イ いじめ・不登校及び問題行動等に対する指導体制の確立

ウ 児童会と生徒会活動の連携した活動

・保健体育部会 ア 発達段階に応じた体力及び健康作りの推進

イ 連続的な給食及び栄養指導による食育指導の推進

・特別支援部会 ア 小中一貫体制における特別支援教育の推進

イ ９年間を通した交流活動の充実

ウ 特別支援を要する児童生徒の体系的な教育相談の充実

・地域連携部会 ア 地域の教育資源（物的・人的）の活用

イ ＰＴＡ組織の改善と活動の推進

ウ 地域の教育ボランティア活動の推進

エ 家庭・地域との連携による学校支援体制の確立

・事務部会 ア 事務・管理に関する合同実施の充実

イ 情報管理・教職員含む関係の整理
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７ 研究計画

月 日 曜 研 修 種 別 研 修 内 容 備 考学期
４ ５ 火 小中合同研修会 本年度の研究について 春季休業中

これからの計画
一 ５ １０ 火 各部会の進行について小中合同研究推進委員会

２５ 水 小中合同研修会 各部会の取組の検討
学 ３１ 火 今後の研究の進め方について小中合同研究推進委員会

６ ８ 水 小中合同研修会 取組の確認と学校訪問検討
期 ７ ５ 火 休業中の取組について検討小中合同研究推進委員会

夏季休業中
７月２７日（水） 小中合同テーマ研 各教科部会等の研究推進

２９日（金） （９ヶ年を見通した系統性の確認）
８ ８月２４日（水） 小中合同テーマ研

９ １３ 金 学校訪問（中学校）について小中合同研究推進委員会

今後の研修について
２６ 月 中学校のみ 学校訪問研究協議会
４ 火 合同研修会の内容確認等１０ 小中合同研究推進委員会

教科研究会について
二 ２６ 水 小中合同研修会 学校訪問を受けての課題解決

について
学 １ 火 小学校の学校訪問について１１ 小中合同研究推進委員会

９ 水 小中合同研修会 指導案検討
期 各部会での実施内容等の検討

研修会を終えての確認及び検小中合同研究推進委員会

討
２４ 木 小中合同研修会 学校訪問研究協議会

小中合同研推委員会 研修会を終えての確認及び検
討

６ 火 冬休みの課題について１２ 小中合同研究推進委員会

１ 冬季休業中
１２月２６日（月） 小中合同研修会 小中合同研究推進委員会
１月 ６日（金） 小中合同研推

１ ２５ 水 小中合同研修会 運動会・体育大会・文化祭等
の実施計画案検討

三 研修会を終えての確認及び検小中合同研究推進委員会

討
学 ３１ 火 平成２４年度の研究計画につ小中合同研究推進委員会

いて
期 ２ ８ 水 小中合同研修会 平成２４年度合同実施内容計

画案の検討
研修会を終えての確認及び検小中合同研究推進委員会

討
１４ 火 研究のまとめ 次年度の研究小中合同研究推進委員会

について
２２ 水 小中合同研修会 次年度研究について

研修会を終えての確認及び検小中合同研究推進委員会

討


